
令和４（2022）年令和４（2022）年第806号広報あやべ
高めよう交通安全・防犯意識
原子力災害に備え訓練実施
ふるさとの贈り物を募集
民生児童委員改選
年末年始の催し

2
4
5
6
8

12

全力疾走。負けるもんか！
市民駅伝・小学生駅伝に市内から89チーム、422人が参加。
緊迫した空気の中、スタートの合図とともに走者が一斉に駆け出しま
した。11月27日、上杉町の総合運動公園で―。
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チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
所
等
の
安
全
運
転
管
理
者
は
、
目

視
な
ど
で
運
転
者
の
酒
気
帯
び
の
有
無

を
確
認
し
、
そ
の
記
録
を
１
年
間
保
存

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
年

末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」を
一
人
ひ
と
り
が
徹
底
し
、

職
場
や
家
庭
、
地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運

転
の
根
絶
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

　自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
、
軽
車
両

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
車
道
の
左
側
通
行
が
原
則
で
す
。

右
側
通
行
は
違
反
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
対
向
の
自
動
車
や
自
転
車
な
ど
と

正
面
衝
突
す
る
可
能
性
が
あ
り
非
常
に

危
険
で
す
。
ま
た
、
今
後
、
全
て
の
自

転
車
利
用
者
に
対
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
に
な
り
ま
す
。
年
齢
を

問
わ
ず
、
万
が
一
に
備
え
、
自
分
を
守

る
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

　一
方
、
今
年
に
入
り
、
市
内
で
自
転

車
の
盗
難
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
被
害
の
ほ
と
ん
ど
は
、
無
施
錠
の

駐
輪
。普
段
か
ら
鍵
か
け
を
習
慣
付
け
、

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

詐
欺
の
電
話
に
注
意

　特
殊
詐
欺
は
、
自
宅
の
固
定
電
話
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
市
の

職
員
を
か
た
り
「
保
険
料
の
還
付
金
が

あ
る
」
と
い
っ
た
詐
欺
の
予
兆
電
話
が

多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。「
自
分
は
だ

ま
さ
れ
な
い
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
と
相
手
の
ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら

れ
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　電
話
に
よ
る
詐
欺
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
留
守
番
機
能
や
防
犯
機
能
付
き

電
話
機
が
有
効
。
綾
部
防
犯
協
会
は
、

市
内
の
府
電
気
商
業
組
合
加
盟
店
で
防

犯
機
能
付
き
固
定
電
話
機
や
取
付
機
器

を
購
入
し
た
人
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
同
会
事
務
局
、
綾
部
警

察
署
☎（
43
）０
１
１
０
へ
。

午
後
４
時
か
ら
ラ
イ
ト
の
点
灯
を

　令
和
３
年
中
、
市
内
で
15
件
の
人
身

事
故
が
発
生
。
人
身
事
故
は
秋
か
ら
冬

の
薄
暮
時
（
日
没
の
前
後
１
時
間
）
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
没
が

早
ま
り
、
運
転
手
と
歩
行
者
の
発
見
が

お
互
い
に
遅
れ
る
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、

午
後
４
時
（
日
没
前
）
か
ら
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
て
、
視
界
を
確
保
す
る
と
同
時

に
、
自
分
の
車
の
存
在
を
歩
行
者
な
ど

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
は
、
反

射
材
を
身
に
着
け
る
な
ど
運
転
手
か
ら

見
え
や
す
い
工
夫
を
す
る
こ
と
が
、
交

通
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェッ
ク
が
義
務
化
に

　本
年
４
月
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則

が
一
部
改
正
さ
れ
、
安
全
運
転
管
理
者

（
左
上
参
照
）
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル

安
全
・
安
心
な
年
末
年
始
に
向
け
て

高
め
よ
う
交
通
安
全
・
防
犯
意
識

年末が近づくと、人や車の動きが慌ただしくなり、
交通事故の発生や年末年始の隙を狙った犯罪が増え
る傾向があります。いま一度、交通ルールや交通マ
ナー、防犯対策を確認しましょう。

雪道のスリップ
事故に注意!

安全運転管理者

巧妙化する特殊詐欺に要注意

綾部警察署
  署長  鶴見威之さん

たけ  ゆき

　冬季は、積雪や路面の凍結によるスリップ事故
が起きやすくなります。運転時は速度を控えめに
し、十分な車間距離をとって▽急発進▽急加速▽
急ハンドル▽急ブレーキ―は避けましょう。特に
▽橋の上▽カーブ▽坂道▽トンネルの出入り口―
などは凍結しやすいため、慎重に走行しましょう。

　昨年に比べ綾部市での交通事故が増えています。
運転手は、子どもや高齢者を見かけたら速度を落と
すなど、優しさやゆとりをもった運転をお願いしま
す。横断歩道は歩行者優先です。信号機のない横断
歩道を渡ろうとする人がいたら、必ず一時停止して
ください。
　また、特殊詐欺も多発しています。今年はすで
に、綾部市だけで1,000万円近い被害があります。
６月には、高齢者がキャッシュカードをだまし取ら
れ、現金が引き出される事件が発生しました。手口

は巧妙化し、本人だけで
は防ぎ切れません。おか
しいと感じる電話などが
あれば、いつでも綾部警
察署にご相談ください。

　一定台数以上の自動車を使用する事業
所等は、交通事故の防止や道路交通法を
守るために、安全運転管理者を選任する
ことが法律で定められています。

12月１日、年末の交通事故防止府民運動がスタート。市内飲
食店を回り、飲酒運転根絶への協力を呼び掛けるなど、関係
団体による啓発活動が実施されました
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昨
年
度
の
寄
付
額
は
過
去
最
多

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
や
応
援
し

た
い
自
治
体
に
寄
付
で
き
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
」。
本
市
は
▽
地
域
振
興
▽
水

源
の
里
振
興
▽
世
界
連
邦
推
進
▽
社
会

福
祉
▽
教
育
振
興
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策―

の
分
野
で
寄
付
を
受
け
付

け
、
寄
付
の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
に
活

用
し
て
い
ま
す
。市
外
の
寄
付
者
に
は
、

本
市
の
特
産
品
な
ど
を
「
返
礼
品
」
と

し
て
送
付
。
返
礼
品
を
通
じ
て
本
市
の

魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
機

会
に
も
な
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
寄
付
は
年
々
増
加
し
、
昨
年
度

は
、
１
７
７
７
件
１
億
５
６
３
１
万
３

千
円
。
６
年
連
続
で
過
去
最
多
額
を
更

新
し
て
い
ま
す
。

全
国
に
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
に

　返
礼
品
と
し
て
募
集
し
て
い
る
の

は
、
市
内
で
生
産
し
て
い
る
農
産
物
や

加
工
品
、工
芸
品
な
ど
の
商
品
。
ま
た
、

宿
泊
体
験
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
登
録
で

き
ま
す
。

　市
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
５
つ

の
ふ
る
さ
と
納
税
支
援
サ
イ
ト
に
参
加
。

返
礼
品
を
登
録
す
る
と
、
ふ
る
さ
と
納

税
支
援
サ
イ
ト
に
商
品
が
掲
載
さ
れ
る

の
で
、
全
国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

事
業
者
は
、
広
告
費
な
ど
の
費
用
負
担

も
な
く
、
新
た
な
販
路
拡
大
の
ツ
ー
ル

と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。
返
礼
品
の
登

録
は
随
時
受
け
付
け
中
。
返
礼
品
に
で

き
る
も
の
に
は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
一
度
、
企
画
政
策
課
☎

（
42
）４
２
１
７
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

綾
部
の
特
産
品
な
ど
を
送
付

「
あ
や
べ
特
別
市
民
制
度
」
は
、
本

市
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
人
、
関
心

の
あ
る
人
に
市
を
応
援
し
て
も
ら
う
制

度
で
す
。
会
員
に
は
年
３
回
の
特
産
品

に
加
え
、
会
報
（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
）

や
市
内
飲
食
店
の
割
引
券
な
ど
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
特
産
品
の
送
り
先
は
、

会
費
負
担
者
以
外
の
住
所
も
指
定
で

き
、
友
人
や
親
戚
へ
の
贈
り
物
と
し
て

も
人
気
で
、
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
が
期
待
で
き

ま
す
。

今
回
募
集
す
る
の
は
、
来
年
度
の
会

員
に
送
る
「
ふ
る
さ
と
産
品
」
で
す
。

本
年
度
は
、
綾
部
産
新
米
や
菓
子
、
加

工
品
な
ど
27
事
業
者
の
29
品
を
採
用
。

産
品
の
発
送
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。

一
定
数
の
売
り
上
げ
が
見
込
め
る

　同
制
度
の
会
員
は
、
本
年
11
月
末
時

点
で
全
国
各
地
に
約
１
６
０
０
人
。
会

員
に
送
る
産
品
は
、
一
定
数
の
売
り
上

げ
が
見
込
め
ま
す
。
ま
た
、
取
り
寄
せ

注
文
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
に
も
つ
な
が

り
、
商
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　応
募
受
付
は
１
月
13
日（
金
）ま
で
。

大
口
生
産
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も
、

ま
ず
は
一
度
、
秘
書
広
報
課
☎（
42
）４

２
０
４
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本年度のふるさと産品の一例｡「ふるさとを思
い出しながら楽しくいただきます」と人気です

あ
や
べ
特
別
市
民
制
度

ふ
る
さ
と
納
税

　市は、ふるさと納税の返礼品とあやべ特別市民に
送る「ふるさと産品」を募集しています。市内で生
産した商品などを登録しませんか。

返礼品・ふるさと産品事業者募集

自慢の一品を全国に届けませんか

4

府
と
本
市
を
含
む
５
市
２
町
は
11
月

27
日
、
与
謝
野
町
の
大
江
山
運
動
公
園

と
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
で
、
京
都
府
原

子
力
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
69
人
が
避
難
の
流
れ
を
体
験

　訓
練
は
、
福
井
県
を
震
源
と
す
る
地

震
に
よ
り
、
高
浜
発
電
所
で
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
「
全
面
緊
急
事
態
」
が

発
生
し
た
と
想
定
。
情
報
伝
達
訓
練
や

住
民
避
難
訓
練
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
緊
急

配
布
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓

練
に
は
、
同
発
電
所
か
ら
お
お
む
ね
半

径
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
住
民
約
５

７
０
０
人
と
38
の
関
係
機
関
約
６
０
０

人
が
参
加
。
市
内
か
ら
は
、
口
上
林
地

区
８
自
治
会
の
住
民
69
人
が
避
難
訓
練

を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
放
射
線
量

を
測
定
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
流
水

除
染
な
ど
、
原
子
力
災
害
に
よ
る
住
民

避
難
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

京都府原子力総合防災訓練を実施
原子力災害に備えて

❶放射線防護設備の稼働訓練　❷薬剤師
等による安定ヨウ素剤緊急配布訓練　❸
バスが車両ゲートモニターを通過し、車
両の放射線量を測定　❹計測器で汚染箇
所を特定　❺車両全体を流水除染　❻汚
染の有無を計測　❼❽人・荷物検査を実
施

※「全面緊急事態」となった場合、綾部市民は、放射性物質や放射線の影響を低減するた
　め、屋内退避してください。本市の原子力災害住民避難計画では「全面緊急事態」が発
生しても、まずは屋内退避することとしています。今回の訓練では避難手順を確認する
ため、より被害が拡大した場合を想定し、バスを利用した住民避難訓練を実施しました。

　万一の原子力
災害に備えて、
避難行動の確認
など、常に意識
しておくこ
とが大切だ
と思いまし
た。

❷❶ ❸

❺❹

❽

❼

❻

十倉志茂町自治会　会長
竹市直彦さん（十倉志茂町）

インタビュー
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【
綾
部
東
部
】
野
田
町
、
並
松
町
＝
由

良
美
和
子
▽
上
町
、
川
糸
町
＝
中
塚
節

子
▽
青
野
町
（
北
）＝
髙
橋
陽
子
▽
青

野
町
（
南
）＝
田
口
直
子
▽
青
野
町

（
東
）＝
小
林
誠
▽
青
野
町
（
西
）＝
今

川
和
則
▽
味
方
町
（
上
）＝
岸
本
伸
一

郎
▽
味
方
町
（
下
）＝
四
方
英
子
▽
紫

水
ヶ
丘
＝
藤
本
幸
子
【
同
中
部
】
若
松

町
＝
中
森
奉
子
▽
東
本
町
、
西
本
町
＝

荻
野
と
み
子
▽
北
西
町
、
南
西
町
、
西

町
団
地
＝
田
和
希
▽
広
小
路
、
新
広
小

路
＝
村
上
久
美
▽
中
ノ
町
、
本
町
四
丁

目
、
五
・
六
丁
目
＝
江
戸
典
子
▽
天
神

町
、
相
生
町
＝
浅
田
陽
子
▽
綾
中
町
＝

四
方
裕
美
子
▽
新
町
、
新
宮
町
＝
熊
谷

正
章
【
同
南
部
】
上
野
町
（
南
）＝
赤

尾
寛
子
▽
上
野
町
（
北
）＝
永
島
理
香

▽
田
町
、
月
見
町
＝
橋
本
幸
雄
▽
東
神

宮
寺
＝
堀
一
男
▽
寺
町
東
＝
玉
川
雅
子

▽
寺
町
西
（
東
）＝
廣
瀬
秀
則
▽
寺
町

西
（
西
）＝
池
澤
泉
▽
田
野
町
＝
西
野

美
智
子
【
同
西
部
】
西
新
町
、
駅
前
＝

荻
野
豊
美
▽
幸
通
、
本
町
七
丁
目
＝
谷

口
美
規
代
▽
本
町
八
丁
目
、
宮
代
町
＝

民
生
児
童
委
員
１
４
２
人
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
新
任
１
０
３
人
、
再
任
39
人
が
12
月
２
日
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
７
年
11
月
末
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
調

整
中
の
地
区
は
、
決
ま
り
次
第
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
と
担
当
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。
連
絡
先
な
ど
詳

し
く
は
、
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０
へ
。

槻
瀬
和
男
▽
中
神
宮
寺
＝
梅
原
三
千
代

▽
西
神
宮
寺
＝
安
達
一
男
▽
井
倉
町
＝

調
整
中
▽
井
倉
新
町
、
プ
レ
シ
ア
ス
、

井
倉
新
町
団
地
＝
調
整
中
▽
明
知
＝
堀

口

　也

【
中
筋
】
岡
町
＝
岩
﨑
玲
子
▽
延
町
＝

泉
久
志
▽
鳥
ヶ
坪
＝
藤
崎
桂
子
▽
上
延

町
（
南
）＝
柳
美
和
▽
上
延
町
（
北
）＝

由
良
洋
子
▽
上
延
町
（
東
）＝
中
倉
あ

ゆ
み
▽
大
島
町
東
＝
大
島
多

　子
▽
大

島
町
中
＝
小
川
美
佐
子
▽
大
島
町
西
＝

𠮷
見
惠
子
▽
高
津
町
（
東
）＝
内
藤
重

美
▽
高
津
町
（
西
）＝
川
根
美
代
子
▽

安
場
町
＝
佐
々
木
雅
子
▽
夕
陽
ヶ
丘

（
西
）＝
上
原
好
則
▽
夕
陽
ヶ
丘
（
東
）

＝
景
山
幸
子

【
吉
美
】
有
岡
町
＝
村
尾
泰
造
▽
里
町

＝
四
方
茂
巳
▽
多
田
町
、
高
倉
町
＝
調

整
中
▽
小
呂
町
、
星
原
町
＝
村
上
都
▽

桜
が
丘
一
丁
目
＝
岡
田
章
江
▽
桜
が
丘

二
丁
目
＝
牧
野
年
子

【
西
八
田
】
上
八
田
＝
渡
邉
紀
子
▽
七

百
石
＝
辻
三
穗
▽
中
筋
＝
中
瀨
佐
代
子

▽
岡
安
＝
塩
尻
壽
惠
代
▽
渕
垣
＝
津
田

厚
子
▽
下
八
田
＝
大
西
孝
一
▽
あ
や
べ

台
＝
山
田
富
子

【
東
八
田
】
中
山
、
安
国
寺
＝
高
田
洋

子
▽
新
町
、
中
町
、
内
谷
＝
梅
田
貴
美

子
▽
上
町
、
鐘
鋳
場
、
大
野
＝
木
村
美

惠
子
▽
高
槻
＝
新
川
富
美
子
▽
大
石
、

愛
宕
＝
鶴
﨑
為
徳
▽
延
近
、
門
、
久
保

＝
宮
﨑
幸
代
▽
施
福
寺
、
小
嶋
＝
田
中

聡
子
▽
鳥
居
野
、
野
瀬
＝
柏
原
眞
知
▽

見
内
、
下
村
＝
上
野
司
▽
大
又
、
中
川

原
＝
吉
田
春
子
▽
黒
谷
、
八
代
＝
堀
井

清
美

【
山
家
】
戸
奈
瀬
町
、
釜
輪
町
＝
四
方

輝
明
▽
広
瀬
町
＝
植
原
鉄
夫
▽
旭
町
、

橋
上
町
＝
四
方
廣
詞
▽
東
山
町
＝
佐
々

木
德
治
▽
鷹
栖
町
＝
四
方
善
信
▽
西
原

町
＝
西
村
照
子
▽
和
木
町
＝
佐
々
木
英

雄
▽
下
原
町
＝
加
藤
愛
子
▽
上
原
町
、

下
替
地
町
＝
林

　行

【
口
上
林
】
十
倉
志
茂
町
、
十
倉
中
町

＝
橋
本
順
子
▽
十
倉
名
畑
町
、
十
倉
向

町
、
井
根
町
＝
辻
本
末
広
▽
武
吉
町
＝

吉
田
直
子
▽
佃
町
＝

　山
正
行
▽
忠
町

＝
温
井
和
子

【
豊
里
】
上
位
田
、
中
位
田
＝
田
中
清

志
▽
下
位
田
、
旭
ヶ
丘
＝
鈴
木
儀
行
▽

大
畠
、
岡
倉
＝
大
槻
幸
子
▽
栗
上
＝
大

槻
光
博
▽
栗
橋
＝
村
上
敏
明
▽
栗
町
＝

佐
々
木
修
▽
栗
揚
＝
永
井
武
▽
豊
里
＝

大
槻
邦
子
▽
舘
＝
室
木
高
司
▽
今
田
、

高
谷
＝
黒
田
正
文
▽
小
西
＝
黒
田
敦
子

▽
鍛
治
屋
＝
山
下
志
眞
枝
▽
中
＝
中
村

羊
子
▽
日
向
、
本
城
奥
＝
西
山
良
文
▽

湯
殿
、
小
貝
、
石
原
＝
大
槻
淳
子
▽
私

市
東
、
私
市
＝
森
本
政
良

【
物
部
】
上
市
＝
田
中
浩
樹
▽
下
市
＝

水
野
貞
子
▽
須
波
伎
＝
藤
原
明
子
▽
岸

田
＝
本
田
隆
晴
▽
西
坂
＝
中
野
菊
代
▽

新
庄
＝
西
田
好
郎
▽
白
道
路
＝
大
石
博

文【
志
賀
郷
】
志
賀
郷
＝
藤
田
諭
▽
志
賀

＝
藤
岡
千
鶴
代
▽
向
田
＝
仲
野
陽
子
▽

篠
田
、
別
所
＝
有
道
幸
作
▽
内
久
井
、

金
河
内
＝
小
濱
利
明
▽
坊
口
、
仁
和
＝

倉
橋
和
恵
▽
西
方
＝
塩
見
ゆ
か
り

【
中
上
林
】
第
一
区
＝
福
井
正
純
▽
浅

原
、
真
野
＝
瀧
野
修
二
▽
小
田
、
引
地

＝
伯
耆
守
▽
西
屋
、
神
谷
、
寺
町
＝
井

上
ヤ
ス
江
▽
日
置
谷
、
殿
、
片
山
＝
渡

邉
進
▽
石
橋
、馬
場
＝
伴
明
博
▽
山
田
、

竹
原
、
瀬
尾
谷
＝
礒
井
寛
▽
大
町
、
弓

削
＝
調
整
中
▽
遊
里
、
清
水
、
睦
志
＝

野
㔟
照
男
▽
辻
、
水
梨
、
市
野
瀬
、
市

志
＝
波
多
野
文
義

【
奥
上
林
】
長
野
、
志
古
田
、
山
内
＝

諏
訪
佳
子
▽
鳥
垣
、草
壁
、古
屋
＝
野
々

垣
ひ
ろ
み
▽
有
安
＝
大
田
耕
平
▽
川

原
、
小
仲
、
八
代
＝
諏
訪
實
幸
▽
古
和

木
＝
森
藤
誠
▽
光
野
＝
久
保
茂
▽
栃
、

大
唐
内
、
市
茅
野
＝
酒
井
正
春

《
主
任
児
童
委
員
》

【
綾
部
】
足
立
征
子
、八
木
加
奈
子
【
中

筋
】
加
藤
彰
子
【
吉
美
】
内
藤
陽
子

【
西
八
田
】
鍵
本
美
香
【
東
八
田
】
荒

井
利
恵
子
【
山
家
】
上
田
裕
文
【
口
上

林
】
永
井
清
子
【
豊
里
】
佐
々
木
傑
、

大
槻
陽
子
【
物
部
】
赤
井
さ
と
み
【
志

賀
郷
】
倉
橋
ゆ
り
代
【
中
上
林
】
池
田

香
理
【
奥
上
林
】
古
和
田
い
づ
み

民生児童委員の
シンボルマーク

　は
や
年
の
瀬
と
い
う
の
が
実
感
か

―

。
今
年
は
あ
ま
り
に
も
〝
激
動
の
一

年
〞
で
あ
り
、
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ

来
年
の
抱
負
を
語
る
の
に
未
だ
き
ち
ん

と
整
理
で
き
て
い
な
い
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
繰
り
返
し
押
し

寄
せ
る
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
波

に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
軍
事
や
政
治
、
そ
し
て
経
済
等
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
、
物
価
の
高
騰
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
不
足
、
社
会
不
安
の

高
ま
り
な
ど
全
世
界
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

　我
が
国
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
は
小

さ
く
な
く
、
様
々
な
対
策
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
元
首
相
が
銃
撃
に
よ

り
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
惨
劇
が
生
じ
、

大
き
な
衝
撃
を
国
民
に
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
政
治
と
宗
教
の
癒
着
が
取
り
沙

汰
さ
れ
る
事
態
に
。
加
え
て
北
朝
鮮
の

度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
台
湾
海
峡

の
緊
張
の
高
ま
り
な
ど
で
、
国
防
の
あ

り
方
そ
の
も
の
が
議
論
と
な
っ
て
い

る
。　当

然
の
こ
と
な
が
ら
国
内
外
の
情
勢

の
混
沌
が
本
市
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き

く
、
農
林
商
工
業
へ
の
支
援
策
は
も
と

よ
り
危
機
管
理
の
見
直
し
や
医
療
体
制

の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
が
あ
と
押
し
し
た
と
も
言
え
る
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
本
格
的
な
到
来
は
、
い

わ
ゆ
る
田
園
回
帰
の
潮
流
を
加
速
化
さ

せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
移
住
・
定
住
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
整
備
や
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
構
想
の
実
現
も
待
っ
た
な
し
の

状
況
だ
。

　私
ご
と
で
は
市
政
４
期
目
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
大
雪
が
重
な
っ

て
異
例
の
選
挙
活
動
と
な
っ
た
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
凌

い
だ
こ
と
は
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
く

も
あ
る
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
覚

悟
を
も
っ
て
、
３
期
12
年
で
培
っ
た
経

験
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
激

動
す
る
社
会
情
勢
の
渦
中
に
あ
っ
て
も

市
民
が
安
心
と
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
市
政
運
営
に
努
め
た
と
こ
ろ
だ
。
そ

し
て
来
る
べ
き
新
年
に
は
内
外
に
平
和

と
安
寧
の
世
が
到
来
す
る
こ
と
を
祈
り

つ
つ
、
一
年
の
ふ
り
返
り
と
し
た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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一
年
の
ふ
り
返
り

し
の

山崎市長から厚生労働大臣
の就任委嘱状を受け取る民
生児童委員。里町の中丹文
化会館で

３年間の任期を満了した人
に、厚生労働大臣と府知
事から感謝状と記念品が
贈られたあと、市民生児
童委員協議会の髙橋秀文
前会長が退任者を代表し
てあいさつを述べました

▶

▲
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【
綾
部
東
部
】
野
田
町
、
並
松
町
＝
由

良
美
和
子
▽
上
町
、
川
糸
町
＝
中
塚
節

子
▽
青
野
町
（
北
）＝
髙
橋
陽
子
▽
青

野
町
（
南
）＝
田
口
直
子
▽
青
野
町

（
東
）＝
小
林
誠
▽
青
野
町
（
西
）＝
今

川
和
則
▽
味
方
町
（
上
）＝
岸
本
伸
一

郎
▽
味
方
町
（
下
）＝
四
方
英
子
▽
紫

水
ヶ
丘
＝
藤
本
幸
子
【
同
中
部
】
若
松

町
＝
中
森
奉
子
▽
東
本
町
、
西
本
町
＝

荻
野
と
み
子
▽
北
西
町
、
南
西
町
、
西

町
団
地
＝
田
和
希
▽
広
小
路
、
新
広
小

路
＝
村
上
久
美
▽
中
ノ
町
、
本
町
四
丁

目
、
五
・
六
丁
目
＝
江
戸
典
子
▽
天
神

町
、
相
生
町
＝
浅
田
陽
子
▽
綾
中
町
＝

四
方
裕
美
子
▽
新
町
、
新
宮
町
＝
熊
谷

正
章
【
同
南
部
】
上
野
町
（
南
）＝
赤

尾
寛
子
▽
上
野
町
（
北
）＝
永
島
理
香

▽
田
町
、
月
見
町
＝
橋
本
幸
雄
▽
東
神

宮
寺
＝
堀
一
男
▽
寺
町
東
＝
玉
川
雅
子

▽
寺
町
西
（
東
）＝
廣
瀬
秀
則
▽
寺
町

西
（
西
）＝
池
澤
泉
▽
田
野
町
＝
西
野

美
智
子
【
同
西
部
】
西
新
町
、
駅
前
＝

荻
野
豊
美
▽
幸
通
、
本
町
七
丁
目
＝
谷

口
美
規
代
▽
本
町
八
丁
目
、
宮
代
町
＝

民
生
児
童
委
員
１
４
２
人
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
新
任
１
０
３
人
、
再
任
39
人
が
12
月
２
日
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
７
年
11
月
末
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
調

整
中
の
地
区
は
、
決
ま
り
次
第
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
と
担
当
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。
連
絡
先
な
ど
詳

し
く
は
、
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０
へ
。

槻
瀬
和
男
▽
中
神
宮
寺
＝
梅
原
三
千
代

▽
西
神
宮
寺
＝
安
達
一
男
▽
井
倉
町
＝

調
整
中
▽
井
倉
新
町
、
プ
レ
シ
ア
ス
、

井
倉
新
町
団
地
＝
調
整
中
▽
明
知
＝
堀

口

　也

【
中
筋
】
岡
町
＝
岩
﨑
玲
子
▽
延
町
＝

泉
久
志
▽
鳥
ヶ
坪
＝
藤
崎
桂
子
▽
上
延

町
（
南
）＝
柳
美
和
▽
上
延
町
（
北
）＝

由
良
洋
子
▽
上
延
町
（
東
）＝
中
倉
あ

ゆ
み
▽
大
島
町
東
＝
大
島
多

　子
▽
大

島
町
中
＝
小
川
美
佐
子
▽
大
島
町
西
＝

𠮷
見
惠
子
▽
高
津
町
（
東
）＝
内
藤
重

美
▽
高
津
町
（
西
）＝
川
根
美
代
子
▽

安
場
町
＝
佐
々
木
雅
子
▽
夕
陽
ヶ
丘

（
西
）＝
上
原
好
則
▽
夕
陽
ヶ
丘
（
東
）

＝
景
山
幸
子

【
吉
美
】
有
岡
町
＝
村
尾
泰
造
▽
里
町

＝
四
方
茂
巳
▽
多
田
町
、
高
倉
町
＝
調

整
中
▽
小
呂
町
、
星
原
町
＝
村
上
都
▽

桜
が
丘
一
丁
目
＝
岡
田
章
江
▽
桜
が
丘

二
丁
目
＝
牧
野
年
子

【
西
八
田
】
上
八
田
＝
渡
邉
紀
子
▽
七

百
石
＝
辻
三
穗
▽
中
筋
＝
中
瀨
佐
代
子

▽
岡
安
＝
塩
尻
壽
惠
代
▽
渕
垣
＝
津
田

厚
子
▽
下
八
田
＝
大
西
孝
一
▽
あ
や
べ

台
＝
山
田
富
子

【
東
八
田
】
中
山
、
安
国
寺
＝
高
田
洋

子
▽
新
町
、
中
町
、
内
谷
＝
梅
田
貴
美

子
▽
上
町
、
鐘
鋳
場
、
大
野
＝
木
村
美

惠
子
▽
高
槻
＝
新
川
富
美
子
▽
大
石
、

愛
宕
＝
鶴
﨑
為
徳
▽
延
近
、
門
、
久
保

＝
宮
﨑
幸
代
▽
施
福
寺
、
小
嶋
＝
田
中

聡
子
▽
鳥
居
野
、
野
瀬
＝
柏
原
眞
知
▽

見
内
、
下
村
＝
上
野
司
▽
大
又
、
中
川

原
＝
吉
田
春
子
▽
黒
谷
、
八
代
＝
堀
井

清
美

【
山
家
】
戸
奈
瀬
町
、
釜
輪
町
＝
四
方

輝
明
▽
広
瀬
町
＝
植
原
鉄
夫
▽
旭
町
、

橋
上
町
＝
四
方
廣
詞
▽
東
山
町
＝
佐
々

木
德
治
▽
鷹
栖
町
＝
四
方
善
信
▽
西
原

町
＝
西
村
照
子
▽
和
木
町
＝
佐
々
木
英

雄
▽
下
原
町
＝
加
藤
愛
子
▽
上
原
町
、

下
替
地
町
＝
林

　行

【
口
上
林
】
十
倉
志
茂
町
、
十
倉
中
町

＝
橋
本
順
子
▽
十
倉
名
畑
町
、
十
倉
向

町
、
井
根
町
＝
辻
本
末
広
▽
武
吉
町
＝

吉
田
直
子
▽
佃
町
＝

　山
正
行
▽
忠
町

＝
温
井
和
子

【
豊
里
】
上
位
田
、
中
位
田
＝
田
中
清

志
▽
下
位
田
、
旭
ヶ
丘
＝
鈴
木
儀
行
▽

大
畠
、
岡
倉
＝
大
槻
幸
子
▽
栗
上
＝
大

槻
光
博
▽
栗
橋
＝
村
上
敏
明
▽
栗
町
＝

佐
々
木
修
▽
栗
揚
＝
永
井
武
▽
豊
里
＝

大
槻
邦
子
▽
舘
＝
室
木
高
司
▽
今
田
、

高
谷
＝
黒
田
正
文
▽
小
西
＝
黒
田
敦
子

▽
鍛
治
屋
＝
山
下
志
眞
枝
▽
中
＝
中
村

羊
子
▽
日
向
、
本
城
奥
＝
西
山
良
文
▽

湯
殿
、
小
貝
、
石
原
＝
大
槻
淳
子
▽
私

市
東
、
私
市
＝
森
本
政
良

【
物
部
】
上
市
＝
田
中
浩
樹
▽
下
市
＝

水
野
貞
子
▽
須
波
伎
＝
藤
原
明
子
▽
岸

田
＝
本
田
隆
晴
▽
西
坂
＝
中
野
菊
代
▽

新
庄
＝
西
田
好
郎
▽
白
道
路
＝
大
石
博

文【
志
賀
郷
】
志
賀
郷
＝
藤
田
諭
▽
志
賀

＝
藤
岡
千
鶴
代
▽
向
田
＝
仲
野
陽
子
▽

篠
田
、
別
所
＝
有
道
幸
作
▽
内
久
井
、

金
河
内
＝
小
濱
利
明
▽
坊
口
、
仁
和
＝

倉
橋
和
恵
▽
西
方
＝
塩
見
ゆ
か
り

【
中
上
林
】
第
一
区
＝
福
井
正
純
▽
浅

原
、
真
野
＝
瀧
野
修
二
▽
小
田
、
引
地

＝
伯
耆
守
▽
西
屋
、
神
谷
、
寺
町
＝
井

上
ヤ
ス
江
▽
日
置
谷
、
殿
、
片
山
＝
渡

邉
進
▽
石
橋
、馬
場
＝
伴
明
博
▽
山
田
、

竹
原
、
瀬
尾
谷
＝
礒
井
寛
▽
大
町
、
弓

削
＝
調
整
中
▽
遊
里
、
清
水
、
睦
志
＝

野
㔟
照
男
▽
辻
、
水
梨
、
市
野
瀬
、
市

志
＝
波
多
野
文
義

【
奥
上
林
】
長
野
、
志
古
田
、
山
内
＝

諏
訪
佳
子
▽
鳥
垣
、草
壁
、古
屋
＝
野
々

垣
ひ
ろ
み
▽
有
安
＝
大
田
耕
平
▽
川

原
、
小
仲
、
八
代
＝
諏
訪
實
幸
▽
古
和

木
＝
森
藤
誠
▽
光
野
＝
久
保
茂
▽
栃
、

大
唐
内
、
市
茅
野
＝
酒
井
正
春

《
主
任
児
童
委
員
》

【
綾
部
】
足
立
征
子
、八
木
加
奈
子
【
中

筋
】
加
藤
彰
子
【
吉
美
】
内
藤
陽
子

【
西
八
田
】
鍵
本
美
香
【
東
八
田
】
荒

井
利
恵
子
【
山
家
】
上
田
裕
文
【
口
上

林
】
永
井
清
子
【
豊
里
】
佐
々
木
傑
、

大
槻
陽
子
【
物
部
】
赤
井
さ
と
み
【
志

賀
郷
】
倉
橋
ゆ
り
代
【
中
上
林
】
池
田

香
理
【
奥
上
林
】
古
和
田
い
づ
み

民生児童委員の
シンボルマーク

　は
や
年
の
瀬
と
い
う
の
が
実
感
か

―

。
今
年
は
あ
ま
り
に
も
〝
激
動
の
一

年
〞
で
あ
り
、
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ

来
年
の
抱
負
を
語
る
の
に
未
だ
き
ち
ん

と
整
理
で
き
て
い
な
い
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
繰
り
返
し
押
し

寄
せ
る
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
波

に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
軍
事
や
政
治
、
そ
し
て
経
済
等
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
、
物
価
の
高
騰
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
不
足
、
社
会
不
安
の

高
ま
り
な
ど
全
世
界
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

　我
が
国
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
は
小

さ
く
な
く
、
様
々
な
対
策
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
元
首
相
が
銃
撃
に
よ

り
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
惨
劇
が
生
じ
、

大
き
な
衝
撃
を
国
民
に
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
政
治
と
宗
教
の
癒
着
が
取
り
沙

汰
さ
れ
る
事
態
に
。
加
え
て
北
朝
鮮
の

度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
台
湾
海
峡

の
緊
張
の
高
ま
り
な
ど
で
、
国
防
の
あ

り
方
そ
の
も
の
が
議
論
と
な
っ
て
い

る
。　当

然
の
こ
と
な
が
ら
国
内
外
の
情
勢

の
混
沌
が
本
市
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き

く
、
農
林
商
工
業
へ
の
支
援
策
は
も
と

よ
り
危
機
管
理
の
見
直
し
や
医
療
体
制

の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
が
あ
と
押
し
し
た
と
も
言
え
る
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
本
格
的
な
到
来
は
、
い

わ
ゆ
る
田
園
回
帰
の
潮
流
を
加
速
化
さ

せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
移
住
・
定
住
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
整
備
や
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
構
想
の
実
現
も
待
っ
た
な
し
の

状
況
だ
。

　私
ご
と
で
は
市
政
４
期
目
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
大
雪
が
重
な
っ

て
異
例
の
選
挙
活
動
と
な
っ
た
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
凌

い
だ
こ
と
は
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
く

も
あ
る
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
覚

悟
を
も
っ
て
、
３
期
12
年
で
培
っ
た
経

験
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
激

動
す
る
社
会
情
勢
の
渦
中
に
あ
っ
て
も

市
民
が
安
心
と
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
市
政
運
営
に
努
め
た
と
こ
ろ
だ
。
そ

し
て
来
る
べ
き
新
年
に
は
内
外
に
平
和

と
安
寧
の
世
が
到
来
す
る
こ
と
を
祈
り

つ
つ
、
一
年
の
ふ
り
返
り
と
し
た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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一
年
の
ふ
り
返
り

し
の

山崎市長から厚生労働大臣
の就任委嘱状を受け取る民
生児童委員。里町の中丹文
化会館で

３年間の任期を満了した人
に、厚生労働大臣と府知
事から感謝状と記念品が
贈られたあと、市民生児
童委員協議会の髙橋秀文
前会長が退任者を代表し
てあいさつを述べました

▶

▲



　市が青野町のＪＲ綾部駅北側に整備する複
合施設の工事が始まり、11月１日には工事関
係者による安全祈願祭が行われました。総事
業費は約17億円で、令和５年秋のオープンを
目指しています。施設は、鉄骨造２階建て、
延床面積約3,000平方㍍で、図書館と地域子育
て支援拠点施
設、多目的に
活用できる地
域交流セン
ターの３つの
機能を集約。
市民が集う新
たな拠点施設
が誕生しま
す。

※１＝家庭用ごみの持ち込みのみ受け付け　※２＝バス待合室は使用可能　※３＝施設の使用は可能

市　　　役　　　所

クリーンセンター
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年
末
年
始
の
催
し

１月１日（日・祝）午前７時～
　上野町の藤山（寺山）山頂で日本ボー
イスカウト綾部第２団らが国旗と市旗、
世界連邦旗を掲揚します。市民憲章の唱
和や｢平和の鐘」の打ち初めなども行わ
れます。

　年
末
年
始
の
主
な
催
し
と
各
施
設
の
休
館
・
休
業
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

元旦寺山山頂国旗掲揚式
ＦＭいかる

１月８日(日)午後１時～
　市は里町の中丹文化会館で、綾部市二
十歳の集いを開催します。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マ
　スクを着用、検温、手指消毒をして入場してく
　ださい

令和５年綾部市二十歳の集い
１月８日(日)午前９時～
 (パレードは午前10時ごろ～)
　式典の後、青野町のあやべグンゼス
クエア付近からパレードが出発。由良
川花庭園で儀式放水を行います。
※詳細は本紙お知らせ版参照

消防出初式

12月28日（水）午前９時～午後３時
　リスナーからのリクエストによる６時
間の音楽番組を生放送します。▽邦楽▽
洋楽▽歌謡曲▽童謡▽アニメソング―な
ど、どんな曲でもOK。皆さんのリクエ
ストに応えます。
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（仮称）駅北複合施設の整備工事始まる

　第76回全国お茶まつり京都大会（会長、西
脇隆俊・京都府知事）が11月19日、宇治市文
化センターで全国茶品評会の褒賞授与式を行
いました。
　本市は、８月23日～26日に宇治市で行われ
た全国茶品評会出品茶審査会で２年連続とな
る産地賞（１位）をかぶせ茶の部で受賞＝本
紙９月号参照。褒賞授与式で、山崎市長が賞
状を、中田義孝綾部市茶生産組合連合会会長
が優勝旗を受け取りました。

綾部の茶が２年連続産地賞に輝く

水源の里集落が連携しＰＲ
　あやべ水源の里連絡協議会（西田昌一会長）
と志摩機械（志摩敏樹社長）は11月12日、睦
寄町の二王公園で「あやべ水源の里フェスタ」
を初開催。水源の里の特産品などを販売する
マルシェやステージイベントが行われ会場は
大いに盛り上がりました。夕暮れから始まっ
たスカイランタンイベントでは、願いを書い
たランタンが夜空を彩りました。味方町の青
木琉一君（７歳）は「ランタンがきれいだった。
来年あったらまた来たい」と話しました。

スポーツを通じたふれあいで相互理解深める
　第５回スポーツの祭典あやリンピック（同実行委員
会主催）が11月13日、西町三丁目のあやべ・日東精工
アリーナ（市民センター）で開催されました。会場で
は車いす駅伝競走やボッチャ、フリスビーを使ったス
トラックアウトなど誰でも楽しめるメニューを用意。
138人が、年齢や性別、障害の有無に関わらず、スポー
ツを通じてお互いの理解を深めました。

年末特別番組 「いかるオールリクエスト」

る　  い

Ⓒキョートタナカ
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多
様
な
性
の
あ
り
方
を
理
解
す
る

　
講
師
の
松
中
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃

に
抱
い
た
性
別
に
関
す
る
違
和
感
や
、

学
生
時
代
の
経
験
談
な
ど
を
交
え
な
が

ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
現
状
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
の
人
は
身
近
に
『
い
な
い
』
の
で
は

な
く『
見
え
な
い
』状
態
に
あ
る
」と
し
、

「
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
困
っ
て
い
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
に
く
い
」と
説
明
。「『
見

え
な
い
』
か
ら
と
排
除
し
た
り
、
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
を
強
要
し
た
り
せ
ず
、
周

囲
の
人
が
多
様
な
性
へ
の
理
解
を
広
げ

る
こ
と
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
受
け
入
れ
理
解
を

　
最
近
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
現
状
を
変
え
て
い
こ
う
と
、
発

信
力
の
あ
る
著
名
人
な
ど
が
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
す
る
「
パ
ワ
ー
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
」
と
い
う
行
動
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
性
と
は
一
人
ひ
と
り
違
う

も
の
で
あ
り
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
受

け
入
れ
る
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ

ｕ
ｔ
（
ウ
ェ
ル
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
）」

や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
理
解
者
で
あ
る
こ

と
を
示
す
「
ア
ラ
イ
（
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
＝
味

方
）」
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

11
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
第
４
回
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑧
第
４
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
は
じ
め
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋

　
〜
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
〜
」

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
ン
グ
・
エ
ー
ル
ズ
代
表
　
松
中
権
さ
ん
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
は
早
め
に

　11
月
末
の
時
点
で
、
国
が
定
め
る
接

種
期
限
は
来
年
３
月
末
ま
で
で
す
。

　市
が
行
う
12
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

追
加
接
種
の
う
ち
集
団
接
種
は
、
12
月

25
日（
日
）で
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
以
降

は
、
市
内
の
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

の
み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
後
６
カ

月
以
上
５
歳
未
満
を
対
象
に
し
た
乳
幼

児
用
ワ
ク
チ
ン
は
３
回
接
種
が
必
要
で

す
。
来
年
３
月
末
ま
で
に
３
回
の
接
種

を
終
え
る
た
め
に
は
、
１
回
目
の
接
種

を
来
年
１
月
10
日（
火
）ま
で
に
終
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
小
児
用
（
５
歳
以

上
12
歳
未
満
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
引
き

続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　い
ず
れ
も
、接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
よ
く
考
え
て
か
ら

　12
歳
以
上
対
象
の
追
加
接
種
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
（
Ｂ
Ａ
．
４-

５
）
対
応
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
。
乳
幼
児
用
と
小
児
用
は
種
類

が
異
な
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、
ど
ち
ら

も
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
感
染
症

予
防
の
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
本
人
ま
た
は
保

護
者
の
意
思
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　周
り
の
人
に
接
種
を
強
制
し
た
り
、

接
種
し
て
い
な
い
人
に
差
別
的
な
対
応

を
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

今月の手話

冬

雪

両手を握り体を震わせる

２指で作った輪をひらひらさ
せながら下ろす（雪が降る様
子）

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は豊里小学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

シャキシャキおいしい
「キャベツの
　　　塩こんぶ炒め」

だしのうま味を味わう「すまし汁」

和食の定
番！

「サバの
味噌煮」

11月24日(木)「和食の日」
　11月24日は語呂合わせで「いいにほんしょく」と
読めることから和食文化の大切さを再認識するきっか
けの日とされています｡「すまし汁」には昆布とかつ
お節の合わせだしを使用。だしのうま味で和食を味わ
いました。

予約・問い合わせ先
〇WEB予約（24時間）
　市ホームページか市LINE公式アカウントからアクセスしてください
〇電話予約 綾部市新型コロナワクチン接種コールセンター

　電話（42）0020　ファクス（42）5488
　受付時間：午前８時45分～午後５時15分
　　　　　 （土・日曜日、祝日を除く）

※医療機関では予約できません。医療機関への問い合わせはご遠慮
　ください。

電話での申し込みが難しい人は「新型コロナワクチン接種申込
み」と記載し▽手話通訳希望の有無▽氏名▽生年月日▽住所▽
接種券番号▽連絡先ファクス番号▽日程希望―をファクスで連
絡してください。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

理
想
の
農
環
境
を
求
め
移
住

移
住
の
き
っ
か
け
は
２
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
綾
部
市
に
観
光
で
訪
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
場
所
で
暮
ら
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
先
輩
移
住
者
と
の

出
会
い
で
す
。
交
流
を
重
ね
る
中
で
、

綾
部
市
は
、
農
業
に
取
り
組
み
や
す
い

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
の
11
月
に
横
浜
市
か
ら
移
住
。
中

上
林
の
水
は
清
ら
か
で
、
今
年
は
コ
メ

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

人
と
の
つ
な
が
り
で
暮
ら
し
が
充
実

移
住
し
て
１
年
、
草
刈
り
や
木
の
せ

ん
定
、
雪
か
き
な
ど
、
や
る
こ
と
が
多

く
驚
き
ま
し
た
。
経
験
が
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
地
元
の
人
に
一
か
ら
教

わ
り
、
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
農
業
と
放
課
後
学
級
支
援
員
の
半

農
半
Ｘ
を
実
践
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
元

気
を
も
ら
い
な
が
ら
、
思
い
描
い
て
い

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
て
い

ま
す
。

地
域
の
文
化
や
歴
史
が
魅
力

今
年
の
夏
、
初
め
て
室
尾
谷
神
社
＝

写
真
＝
の
祭
り
に
参
加
。
住
民
に
よ
る

上
林
太
鼓
の
演
奏
や
出
店
の
に
ぎ
わ
い

に
、
地
域
で
守
ら
れ
て
き
た
歴
史
や
文

化
の
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。「
ほ
た
る

の
夕
べ
」
で
は
、
初
夏
の
夜
を
彩
る
光

に
感
動
。
豊
か
な
自
然
環
境
を
大
切
に

し
、
地
域
ぐ
る
み
の
ま
ち
づ
く
り
に
私

も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

中
上
林
地
区

「参道口を含めた４つの鳥居が特徴。立てられた背
景や意味を想像すると面白いです」と江口さん

む
ろ  

お  

た
に

江口 俊之さん
（五津合町）

レ
ズ
ビ
ア
ン
、ゲ
イ
、バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
に
加
え
、さ

ま
ざ
ま
な
性
の
在
り
方
を
＋
で
表
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋

多
様
な
性
の
あ
り
方
を
理
解
す
る

　
講
師
の
松
中
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃

に
抱
い
た
性
別
に
関
す
る
違
和
感
や
、

学
生
時
代
の
経
験
談
な
ど
を
交
え
な
が

ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
現
状
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
の
人
は
身
近
に
『
い
な
い
』
の
で
は

な
く『
見
え
な
い
』状
態
に
あ
る
」と
し
、

「
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
困
っ
て
い
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
に
く
い
」と
説
明
。「『
見

え
な
い
』
か
ら
と
排
除
し
た
り
、
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
を
強
要
し
た
り
せ
ず
、
周

囲
の
人
が
多
様
な
性
へ
の
理
解
を
広
げ

る
こ
と
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
受
け
入
れ
理
解
を

　
最
近
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
現
状
を
変
え
て
い
こ
う
と
、
発

信
力
の
あ
る
著
名
人
な
ど
が
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
す
る
「
パ
ワ
ー
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
」
と
い
う
行
動
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
性
と
は
一
人
ひ
と
り
違
う

も
の
で
あ
り
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
受

け
入
れ
る
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ

ｕ
ｔ
（
ウ
ェ
ル
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
）」

や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
理
解
者
で
あ
る
こ

と
を
示
す
「
ア
ラ
イ
（
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
＝
味

方
）」
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

11
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
第
４
回
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑧
第
４
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
は
じ
め
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋

　
〜
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
〜
」

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
ン
グ
・
エ
ー
ル
ズ
代
表
　
松
中
権
さ
ん

11 10

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
は
早
め
に

　11
月
末
の
時
点
で
、
国
が
定
め
る
接

種
期
限
は
来
年
３
月
末
ま
で
で
す
。

　市
が
行
う
12
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

追
加
接
種
の
う
ち
集
団
接
種
は
、
12
月

25
日（
日
）で
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
以
降

は
、
市
内
の
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

の
み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
後
６
カ

月
以
上
５
歳
未
満
を
対
象
に
し
た
乳
幼

児
用
ワ
ク
チ
ン
は
３
回
接
種
が
必
要
で

す
。
来
年
３
月
末
ま
で
に
３
回
の
接
種

を
終
え
る
た
め
に
は
、
１
回
目
の
接
種

を
来
年
１
月
10
日（
火
）ま
で
に
終
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
小
児
用
（
５
歳
以

上
12
歳
未
満
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
引
き

続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　い
ず
れ
も
、接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
よ
く
考
え
て
か
ら

　12
歳
以
上
対
象
の
追
加
接
種
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
（
Ｂ
Ａ
．
４-

５
）
対
応
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
。
乳
幼
児
用
と
小
児
用
は
種
類

が
異
な
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、
ど
ち
ら

も
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
感
染
症

予
防
の
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
本
人
ま
た
は
保

護
者
の
意
思
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　周
り
の
人
に
接
種
を
強
制
し
た
り
、

接
種
し
て
い
な
い
人
に
差
別
的
な
対
応

を
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

今月の手話

冬

雪

両手を握り体を震わせる

２指で作った輪をひらひらさ
せながら下ろす（雪が降る様
子）

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は豊里小学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

シャキシャキおいしい
「キャベツの
　　　塩こんぶ炒め」

だしのうま味を味わう「すまし汁」

和食の定
番！

「サバの
味噌煮」

11月24日(木)「和食の日」
　11月24日は語呂合わせで「いいにほんしょく」と
読めることから和食文化の大切さを再認識するきっか
けの日とされています｡「すまし汁」には昆布とかつ
お節の合わせだしを使用。だしのうま味で和食を味わ
いました。

予約・問い合わせ先
〇WEB予約（24時間）
　市ホームページか市LINE公式アカウントからアクセスしてください
〇電話予約 綾部市新型コロナワクチン接種コールセンター

　電話（42）0020　ファクス（42）5488
　受付時間：午前８時45分～午後５時15分
　　　　　 （土・日曜日、祝日を除く）

※医療機関では予約できません。医療機関への問い合わせはご遠慮
　ください。

電話での申し込みが難しい人は「新型コロナワクチン接種申込
み」と記載し▽手話通訳希望の有無▽氏名▽生年月日▽住所▽
接種券番号▽連絡先ファクス番号▽日程希望―をファクスで連
絡してください。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

理
想
の
農
環
境
を
求
め
移
住

移
住
の
き
っ
か
け
は
２
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
綾
部
市
に
観
光
で
訪
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
場
所
で
暮
ら
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
先
輩
移
住
者
と
の

出
会
い
で
す
。
交
流
を
重
ね
る
中
で
、

綾
部
市
は
、
農
業
に
取
り
組
み
や
す
い

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
の
11
月
に
横
浜
市
か
ら
移
住
。
中

上
林
の
水
は
清
ら
か
で
、
今
年
は
コ
メ

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

人
と
の
つ
な
が
り
で
暮
ら
し
が
充
実

移
住
し
て
１
年
、
草
刈
り
や
木
の
せ

ん
定
、
雪
か
き
な
ど
、
や
る
こ
と
が
多

く
驚
き
ま
し
た
。
経
験
が
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
地
元
の
人
に
一
か
ら
教

わ
り
、
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
農
業
と
放
課
後
学
級
支
援
員
の
半

農
半
Ｘ
を
実
践
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
元

気
を
も
ら
い
な
が
ら
、
思
い
描
い
て
い

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
て
い

ま
す
。

地
域
の
文
化
や
歴
史
が
魅
力

今
年
の
夏
、
初
め
て
室
尾
谷
神
社
＝

写
真
＝
の
祭
り
に
参
加
。
住
民
に
よ
る

上
林
太
鼓
の
演
奏
や
出
店
の
に
ぎ
わ
い

に
、
地
域
で
守
ら
れ
て
き
た
歴
史
や
文

化
の
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。「
ほ
た
る

の
夕
べ
」
で
は
、
初
夏
の
夜
を
彩
る
光

に
感
動
。
豊
か
な
自
然
環
境
を
大
切
に

し
、
地
域
ぐ
る
み
の
ま
ち
づ
く
り
に
私

も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

中
上
林
地
区

「参道口を含めた４つの鳥居が特徴。立てられた背
景や意味を想像すると面白いです」と江口さん

む
ろ  

お  

た
に

江口 俊之さん
（五津合町）

レ
ズ
ビ
ア
ン
、ゲ
イ
、バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
に
加
え
、さ

ま
ざ
ま
な
性
の
在
り
方
を
＋
で
表
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋



介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

同
機
構
。

問
同
機
構
事
務
局
業
務
課
償
却
資

　
産
担
当

　
☎
０
７
５（
４
１
４
）４
５
０
３

国
保
等
の
加
入
者
に
傷
病
手
当
金

　
国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
▽
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
▽
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る

―

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
等
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
適
用
期
間
を
「
令
和
４
年
12
月

31
日
ま
で
」
か
ら
「
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
」
に
延
長
し
ま
す
。

問
市
民
・
国
保
課

　
☎（
42
）４
２
４
６

建
設
工
事
等
指
名
登
録
申
し
込
み

　
市
が
令
和
５
年
度
に
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど
の
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
業
者
は
、
監
理
課

へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
業
者
／
令
和
５
年
度
分
の
申

請
期
間
は
、
令
和
５
年
２
月
１
日

当
の
ポ
イ
ン
ト
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限

は
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
市
役
所

窓
口
で
手
続
き

で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

　
☎（
42
）４
２
２
３

償
却
資
産
申
告
（
固
定
資
産
）

　
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産

所
有
状
況
を
、
１
月
31
日
ま
で
に

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
前
年
度
に
申
告
し
た
人
に
は
、

京
都
地
方
税
機
構
か
ら
12
月
上
旬

に
申
告
書
や
申
告
案
内
ハ
ガ
キ
等

を
郵
送
し
ま
す
。
申
告
書
用
紙
等

は
、
税
務
課
窓
口
か
同
機
構
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

提
出
期
限
／
令
和
５
年
１
月
31
日

（
火
）。
提
出
期
限
間
近
は
大
変
混

雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
令
和
５
年

１
月
12
日（
木
）ま
で
の
早
期
申
告

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
提
出
先
／

普
通
救
命
講
習

　
市
消
防
本
部
は
、
第
３
回
普
通

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講

は
無
料
で
す
。

日
時
／
令
和
５
年
２
月
18
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
。
場
所
／
消
防

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方

町
）。
内
容
／
成
人
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異
物
除
去

法
。
申
し
込
み
／
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
の
上
、
令
和
５
年

２
月
17
日（
金
）ま
で
に
フ
ァ
ク
ス

か
持
参
で
市
消
防
本
部
へ
。

問
同
本
部

　
☎（
42
）０
１
１
９

　
F（
43
）１
４
８
３

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　
本
年
12
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人
が
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
対
象
で

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
で
、
２
万
円
分
の
チ
ャ
ー
ジ

を
す
る
か
買
い
物
を
す
る
と
最
大

５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
の
利
用
申
込
や
公
金
受
取
口

座
の
登
録
を
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

７
５
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
、
合
計
で
最
大
２
万
円
相

（
水
）〜
15
日（
水
）。
郵
送
等
（
２

月
15
日
必
着
）
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
市
外
業
者
／
２
年
ご
と
の

申
請
の
た
め
、
今
回
の
受
け
付
け

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
７
６

京
都
府
耳
の
こ
と
フ
ェ
ス
タ

　
府
は
、
聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
人
の
た
め
の
「
第
４
回
京

都
府
耳
の
こ
と
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
／
令
和
５
年
１
月
29
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
。
開
催
方

法
／
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
。
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ

く
ち
や
ま
（
福
知
山
市
）
で
の
視

聴
も
可
能
。
内
容
／
聴
覚
障
害
者

の
家
庭
・
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
参
加
な
ど

に
つ
い
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
機
器

の
紹
介
。
対
象
／
聞
こ
え
に
く
い

人
や
聞
こ
え
な
い
人
、そ
の
家
族
・

関
係
者
。
参
加
費
／
無
料
。
定
員

／
オ
ン
ラ
イ
ン
90
人
。会
場
20
人
。

申
し
込
み
／
令
和
５
年
１
月
13
日

（
金
）ま
で
に
京
都
聴
覚
言
語
障
害

者
福
祉
協
会
へ
。

問
同
協
会

　
☎
０
７
５（
８
４
１
）８
３
３
７

仕
様
／
広
報
紙
＝
１
枠
縦
４
・
５

㌢
、
横
６
㌢
。
12
枠
程
度
。
バ
ナ

ー
＝
１
枠
縦
60
ピ
ク
セ
ル
、
横
１

８
３
ピ
ク
セ
ル
。
32
㌔
バ
イ
ト
以

内
で
ｇ
ｉ
ｆ
形
式
（
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
不
可
）。
期
間
／
広
報
紙
＝

令
和
５
年
４
月
号
か
ら
６
か
月
契

約
と
１
年
契
約
。
バ
ナ
ー
＝
令
和

５
年
４
月
１
日
か
ら
６
か
月
契
約

と
１
年
契
約
。
費
用
／
６
か
月
契

約
＝
３
万
円
。
１
年
契
約
＝
６
万

円
。
広
報
紙
は
、
デ
ザ
イ
ン
料
も

費
用
に
含
み
ま
す
。
申
し
込
み
／

市
役
所
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
０
５

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

市
は
、
無
料
で
貸
し
出
す
福
祉

バ
ス
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
社
会
福
祉
団
体

（
視
察
や
研
修
へ
の
利
用
に
限

る
）。
利
用
回
数
／
１
団
体
に
つ

き
年
２
回
ま
で
。
予
約
順
／
利
用

月
の
６
カ
月
前
の
抽
選
会
で
決

定
。
抽
選
会
終
了
後
は
、
利
用
の

申
し
込
み
が
な
か
っ
た
日
の
予
約

　
F
０
７
５（
８
４
１
）８
３
１
５

　
　kikoe-shien@

kyoto

　
　-chogen.or.jp

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
出
張
相
談
会
を
開
催
し
、

が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
乗
っ
て
い
ま
す
。

日
時
／
令
和
５
年
１
月
19
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
。
場
所
／
府
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）。
相
談
員
／
保
健
師
か

看
護
師
。
相
談
料
／
無
料
。
申
し

込
み
／
前
日
の
午
後
４
時
ま
で
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
４
時
、
電
話
や
対
面
に

よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）。

問
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告

　
市
は
、
本
紙
「
広
報
あ
や
べ
・

ね
っ
と
」
に
掲
載
す
る
広
告
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
バ

ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

令
和
５
年
度
一
時
預
か
り
事
業

　
市
は
、
保
護
者
が
勤
務
や
疾
病

等
で
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な

る
場
合
に
利
用
で
き
る
「
一
時
預

か
り
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
対
象
児
童
／
市
内
在
住
の
生

後
10
カ
月
か
ら
就
学
前
の
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
に

通
園
し
て
い
な
い
児
童
。
里
帰
り

出
産
の
た
め
に
本
市
に
滞
在
す
る

児
童
も
利
用
で
き
ま
す
。
実
施
園

／
せ
ん
だ
ん
苑
こ
ど
も
園
、
せ
ん

だ
ん
苑
南
こ
ど
も
園
、
綾
部
ひ
ま

わ
り
共
同
保
育
園
、中
筋
幼
児
園
、

吉
美
こ
ど
も
園
、
豊
里
幼
児
園
、

物
部
保
育
園
、
綾
東
こ
ど
も
園
。

事
前
登
録
／
市
役
所
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
こ
ど
も
支
援

課
へ
。
令
和
５
年
度
分
は
令
和
５

年
２
月
１
日（
水
）か
ら
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
保
育
料
／
別
途
申
請

し
「
保
育
の
必
要
性
」
の
認
定
を

受
け
た
人
は
無
償
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
５
２

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　＝メール

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

が
随
時
で
き
ま
す
。
７
月
分
抽
選

会
／
令
和
５
年
１
月
10
日（
火
）。

時
間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所
／
西

庁
舎
１
階
（
社
会
福
祉
課
）。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
５
０

12
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
９
５
０
人
（
男
１

４
８
４
４
、
女
１
６
１
０
６
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
６
８
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

11
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
０
８
㌧
（
前
年
比
８
・

０
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
82
㌧
（
同
22
・
２
㌫

増
）
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

同
機
構
。

問
同
機
構
事
務
局
業
務
課
償
却
資

　
産
担
当

　
☎
０
７
５（
４
１
４
）４
５
０
３

国
保
等
の
加
入
者
に
傷
病
手
当
金

　
国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
▽
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
▽
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る

―

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
等
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
適
用
期
間
を
「
令
和
４
年
12
月

31
日
ま
で
」
か
ら
「
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
」
に
延
長
し
ま
す
。

問
市
民
・
国
保
課

　
☎（
42
）４
２
４
６

建
設
工
事
等
指
名
登
録
申
し
込
み

　
市
が
令
和
５
年
度
に
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど
の
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
業
者
は
、
監
理
課

へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
業
者
／
令
和
５
年
度
分
の
申

請
期
間
は
、
令
和
５
年
２
月
１
日

当
の
ポ
イ
ン
ト
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限

は
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
市
役
所

窓
口
で
手
続
き

で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

　
☎（
42
）４
２
２
３

償
却
資
産
申
告
（
固
定
資
産
）

　
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産

所
有
状
況
を
、
１
月
31
日
ま
で
に

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
前
年
度
に
申
告
し
た
人
に
は
、

京
都
地
方
税
機
構
か
ら
12
月
上
旬

に
申
告
書
や
申
告
案
内
ハ
ガ
キ
等

を
郵
送
し
ま
す
。
申
告
書
用
紙
等

は
、
税
務
課
窓
口
か
同
機
構
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

提
出
期
限
／
令
和
５
年
１
月
31
日

（
火
）。
提
出
期
限
間
近
は
大
変
混

雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
令
和
５
年

１
月
12
日（
木
）ま
で
の
早
期
申
告

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
提
出
先
／

普
通
救
命
講
習

　
市
消
防
本
部
は
、
第
３
回
普
通

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講

は
無
料
で
す
。

日
時
／
令
和
５
年
２
月
18
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
。
場
所
／
消
防

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方

町
）。
内
容
／
成
人
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異
物
除
去

法
。
申
し
込
み
／
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
の
上
、
令
和
５
年

２
月
17
日（
金
）ま
で
に
フ
ァ
ク
ス

か
持
参
で
市
消
防
本
部
へ
。

問
同
本
部

　
☎（
42
）０
１
１
９

　
F（
43
）１
４
８
３

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　
本
年
12
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人
が
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
対
象
で

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
で
、
２
万
円
分
の
チ
ャ
ー
ジ

を
す
る
か
買
い
物
を
す
る
と
最
大

５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
の
利
用
申
込
や
公
金
受
取
口

座
の
登
録
を
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

７
５
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
、
合
計
で
最
大
２
万
円
相

（
水
）〜
15
日（
水
）。
郵
送
等
（
２

月
15
日
必
着
）
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
市
外
業
者
／
２
年
ご
と
の

申
請
の
た
め
、
今
回
の
受
け
付
け

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
７
６

京
都
府
耳
の
こ
と
フ
ェ
ス
タ

　
府
は
、
聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
人
の
た
め
の
「
第
４
回
京

都
府
耳
の
こ
と
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
／
令
和
５
年
１
月
29
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
。
開
催
方

法
／
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
。
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ

く
ち
や
ま
（
福
知
山
市
）
で
の
視

聴
も
可
能
。
内
容
／
聴
覚
障
害
者

の
家
庭
・
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
参
加
な
ど

に
つ
い
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
機
器

の
紹
介
。
対
象
／
聞
こ
え
に
く
い

人
や
聞
こ
え
な
い
人
、そ
の
家
族
・

関
係
者
。
参
加
費
／
無
料
。
定
員

／
オ
ン
ラ
イ
ン
90
人
。会
場
20
人
。

申
し
込
み
／
令
和
５
年
１
月
13
日

（
金
）ま
で
に
京
都
聴
覚
言
語
障
害

者
福
祉
協
会
へ
。

問
同
協
会

　
☎
０
７
５（
８
４
１
）８
３
３
７

仕
様
／
広
報
紙
＝
１
枠
縦
４
・
５

㌢
、
横
６
㌢
。
12
枠
程
度
。
バ
ナ

ー
＝
１
枠
縦
60
ピ
ク
セ
ル
、
横
１

８
３
ピ
ク
セ
ル
。
32
㌔
バ
イ
ト
以

内
で
ｇ
ｉ
ｆ
形
式
（
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
不
可
）。
期
間
／
広
報
紙
＝

令
和
５
年
４
月
号
か
ら
６
か
月
契

約
と
１
年
契
約
。
バ
ナ
ー
＝
令
和

５
年
４
月
１
日
か
ら
６
か
月
契
約

と
１
年
契
約
。
費
用
／
６
か
月
契

約
＝
３
万
円
。
１
年
契
約
＝
６
万

円
。
広
報
紙
は
、
デ
ザ
イ
ン
料
も

費
用
に
含
み
ま
す
。
申
し
込
み
／

市
役
所
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
０
５

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

市
は
、
無
料
で
貸
し
出
す
福
祉

バ
ス
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
社
会
福
祉
団
体

（
視
察
や
研
修
へ
の
利
用
に
限

る
）。
利
用
回
数
／
１
団
体
に
つ

き
年
２
回
ま
で
。
予
約
順
／
利
用

月
の
６
カ
月
前
の
抽
選
会
で
決

定
。
抽
選
会
終
了
後
は
、
利
用
の

申
し
込
み
が
な
か
っ
た
日
の
予
約

　
F
０
７
５（
８
４
１
）８
３
１
５

　
　kikoe-shien@

kyoto

　
　-chogen.or.jp

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
出
張
相
談
会
を
開
催
し
、

が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
乗
っ
て
い
ま
す
。

日
時
／
令
和
５
年
１
月
19
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
。
場
所
／
府
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）。
相
談
員
／
保
健
師
か

看
護
師
。
相
談
料
／
無
料
。
申
し

込
み
／
前
日
の
午
後
４
時
ま
で
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
４
時
、
電
話
や
対
面
に

よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）。

問
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告

　
市
は
、
本
紙
「
広
報
あ
や
べ
・

ね
っ
と
」
に
掲
載
す
る
広
告
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
バ

ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

令
和
５
年
度
一
時
預
か
り
事
業

　
市
は
、
保
護
者
が
勤
務
や
疾
病

等
で
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な

る
場
合
に
利
用
で
き
る
「
一
時
預

か
り
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
対
象
児
童
／
市
内
在
住
の
生

後
10
カ
月
か
ら
就
学
前
の
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
に

通
園
し
て
い
な
い
児
童
。
里
帰
り

出
産
の
た
め
に
本
市
に
滞
在
す
る

児
童
も
利
用
で
き
ま
す
。
実
施
園

／
せ
ん
だ
ん
苑
こ
ど
も
園
、
せ
ん

だ
ん
苑
南
こ
ど
も
園
、
綾
部
ひ
ま

わ
り
共
同
保
育
園
、中
筋
幼
児
園
、

吉
美
こ
ど
も
園
、
豊
里
幼
児
園
、

物
部
保
育
園
、
綾
東
こ
ど
も
園
。

事
前
登
録
／
市
役
所
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
こ
ど
も
支
援

課
へ
。
令
和
５
年
度
分
は
令
和
５

年
２
月
１
日（
水
）か
ら
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
保
育
料
／
別
途
申
請

し
「
保
育
の
必
要
性
」
の
認
定
を

受
け
た
人
は
無
償
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
５
２

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　＝メール

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

が
随
時
で
き
ま
す
。
７
月
分
抽
選

会
／
令
和
５
年
１
月
10
日（
火
）。

時
間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所
／
西

庁
舎
１
階
（
社
会
福
祉
課
）。

問
同
課

　
☎（
42
）４
２
５
０

12
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
９
５
０
人
（
男
１

４
８
４
４
、
女
１
６
１
０
６
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
６
８
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

11
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
０
８
㌧
（
前
年
比
８
・

０
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
82
㌧
（
同
22
・
２
㌫

増
）
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
勉
強
会

■日 

１
月
10
日（
火
）■時 
14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
心
の
あ
る
人
対
象

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

１
月
17
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち

物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

１
月
20
日（
金
） 

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人
。
持

ち
物
は
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
飲

み
物
。
参
加
費
３
０
０
円
。
テ
ー

マ
は
「
お
い
し
い
食
事
で
骨
を
丈
夫

に
」

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

１
月
31
日（
火
）

■時 

13
時
〜
14
時

■場 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
日
々
（
西
町

二
丁
目
）

※

実
費
必
要

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

あ
や
べ
初
え
び
す
大
祭

■日 

１
月
９
日（
月・祝
）＝
宵
え
び
す

■時 

正
午
〜
21
時

■日 

１
月
10
日（
火
）＝
本
え
び
す

■時 

９
時
〜
16
時

■場 

綾
部
恵
比
須
神
社
（
並
松
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

愛
宕
山
火
ま
つ
り

■日 

１
月
22
日（
日
）■時 

10
時
〜

■場 

坂
本
神
社
（
田
野
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

第
36
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

邦
楽
の
つ
ど
い
〜
未
来
へ
つ
な

ぐ
　日
本
の
こ
こ
ろ
〜

■日 

１
月
22
日（
日
）

■時 

13
時
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

※

入
場
料
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下

無
料
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

初
天
神

■日 

１
月
25
日（
水
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
天
満
宮
（
天
神
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

１
月
25
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

第
71
回
四
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会

冬
季
大
会

■日 

１
月
29
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜

■場 

万
場
ス
キ
ー
場
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

不
動
明
王
大
祭

■日 

１
月
29
日（
日
）

■時 

10
時
〜

■場 

正
暦
寺
（
寺
町
）

■問 

正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

女
性
相
談

■日 

１
月
４
、
18
日（
水
）

■時 

４
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　18
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
４
日
３
人
、
18
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

就
職
相
談

■日 

１
月
10
、
24
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

10
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室
、
24

日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

育
児
相
談

■日 

１
月
10
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

人
権
相
談

■日 

１
月
10
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課

　☎（
42
）４
２
４
９

交
通
事
故
相
談

■日 

１
月
11
、
25
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

１
月
11
、
18
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

空
き
家
相
談
会

■日 

１
月
12
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。
先
着
２

　組
。
申
し
込
み
は
１
月
５
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

調
停
相
談

■日 

１
月
18
日（
水
）

■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

１
月
18
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
教
育
委
員
会
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

１
月
19
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
１
月
12
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

１
月
20
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

１
月
23
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

成
年
後
見
相
談

■日 

１
月
25
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

２
月
７
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
１
月
31
日（
火
）〜

　２
月
３
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

１
月
８
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

１
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必

要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
受
付
分

《
図
書
館
に
》

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
知
山 

（
福
知
山
市
） 

絵
本
27
冊

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
文
化
振
興
基
金
に
》

綾
部
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所 

（
本
町
二
丁
目
） 

１
万
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

43
件 

４
７
６
万
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
１
〜
２
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
勉
強
会

■日 

１
月
10
日（
火
）■時 
14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
心
の
あ
る
人
対
象

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

１
月
17
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち

物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

１
月
20
日（
金
） 

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人
。
持

ち
物
は
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
飲

み
物
。
参
加
費
３
０
０
円
。
テ
ー

マ
は
「
お
い
し
い
食
事
で
骨
を
丈
夫

に
」

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

１
月
31
日（
火
）

■時 

13
時
〜
14
時

■場 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
日
々
（
西
町

二
丁
目
）

※

実
費
必
要

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

あ
や
べ
初
え
び
す
大
祭

■日 

１
月
９
日（
月・祝
）＝
宵
え
び
す

■時 

正
午
〜
21
時

■日 

１
月
10
日（
火
）＝
本
え
び
す

■時 

９
時
〜
16
時

■場 

綾
部
恵
比
須
神
社
（
並
松
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

愛
宕
山
火
ま
つ
り

■日 

１
月
22
日（
日
）■時 

10
時
〜

■場 

坂
本
神
社
（
田
野
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

第
36
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

邦
楽
の
つ
ど
い
〜
未
来
へ
つ
な

ぐ
　日
本
の
こ
こ
ろ
〜

■日 

１
月
22
日（
日
）

■時 

13
時
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

※

入
場
料
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下

無
料
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

初
天
神

■日 

１
月
25
日（
水
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
天
満
宮
（
天
神
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

１
月
25
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

第
71
回
四
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会

冬
季
大
会

■日 

１
月
29
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜

■場 

万
場
ス
キ
ー
場
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

不
動
明
王
大
祭

■日 

１
月
29
日（
日
）

■時 

10
時
〜

■場 

正
暦
寺
（
寺
町
）

■問 

正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

女
性
相
談

■日 

１
月
４
、
18
日（
水
）

■時 

４
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　18
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
４
日
３
人
、
18
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

就
職
相
談

■日 

１
月
10
、
24
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

10
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室
、
24

日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

育
児
相
談

■日 

１
月
10
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

人
権
相
談

■日 

１
月
10
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課

　☎（
42
）４
２
４
９

交
通
事
故
相
談

■日 

１
月
11
、
25
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

１
月
11
、
18
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

空
き
家
相
談
会

■日 

１
月
12
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。
先
着
２

　組
。
申
し
込
み
は
１
月
５
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

調
停
相
談

■日 

１
月
18
日（
水
）

■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

１
月
18
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
教
育
委
員
会
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

１
月
19
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
１
月
12
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

１
月
20
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

１
月
23
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

成
年
後
見
相
談

■日 

１
月
25
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

２
月
７
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
１
月
31
日（
火
）〜

　２
月
３
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

１
月
８
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

１
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必

要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
受
付
分

《
図
書
館
に
》

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
知
山 

（
福
知
山
市
） 

絵
本
27
冊

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
文
化
振
興
基
金
に
》

綾
部
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所 

（
本
町
二
丁
目
） 

１
万
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

43
件 

４
７
６
万
千
円
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号

開
催
（
写
真
❷
）
▽
気
象
予
報
士
や
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
講
演
会
（
写

真
❸
）
の
開
催
▽
自
治
会
な
ど
へ
防
災

用
品
の
寄
贈―

な
ど
を
実
施
。
平
成
30

年
に
発
生
し
た
水
害
時
に
は
、
同
会
を

通
じ
多
く
の
支
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　同
会
で
は
活
動
に
賛
同
す
る
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
事

務
局
の
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９
へ
。

安全・安心のまちづくりを推進

綾部市防火防災協会

　今回の情報すくらんぶるは、市内事業者の防火防災力の
向上に貢献し、活動５周年を迎えた綾部市防火防災協会を
紹介します。写真は、消防出初式で力強く行進する同協会。

104

防
火
防
災
の
強
化
図
る
府
内
初
の
組
織

　近
年
の
気
候
変
動
に
伴
い
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
。
市
内
の
防
災
力
向
上
に

事
業
者
同
士
の
連
携
を
生
か
そ
う
と
、

平
成
29
年
、
同
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

防
火
・
防
災
両
面
の
強
化
を
目
指
す
取

り
組
み
は
府
内
で
も
初
め
て
で
す
。
会

員
に
は
工
業
団
地
立
地
企
業
や
地
域
事

業
者
86
団
体
が
加
盟
。
今
年
で
５
周
年

を
迎
え
、
現
在
１
１
１
団
体
に
増
え
る

な
ど
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
事
業
者
間
連
携
を
目
指
し
て

　市
全
体
の
防
火
防
災
力
の
向
上
や
災

害
時
に
お
け
る
地
域
や
事
業
所
間
の
連

携
体
制
の
確
立
の
た
め
、
同
会
で
は
こ

れ
ま
で
▽
会
員
に
向
け
た
救
命
講
習

（
写
真
❶
）
▽
災
害
時
で
も
企
業
の
中

核
事
業
を
継
続
で
き
る
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
を
策
定
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

総会では加盟する事業者が一堂に会し、各事業
の報告や事業者間の親睦を図る

❶

❷

❸


